
 

 
 

■ 台風９号災害の復旧を進めています 

 

 

 
 

■「カラマツ林業の黄金時代を語る会 パート３」を開催しました。 
       

資料を手に公演する武井氏 

 

 

 
 

■ 獣害被害対策のシカ、イノシシの広域捕獲を実施しました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
                          ←捕獲実施前に打ち合わせる参加者 

 

■ シカ肉はヘルシーでおいしい！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 平成２０年１月３０日(水)に佐久市において「カラマツ林業の黄

金時代を語る会パート３」を開催しました。 
 元長野県林業総合センター所長 武井富喜雄氏と信州カラマツ板

倉の会しみず建築工房 清水国寿氏を講師に招き、カラマツ材の利

用開発の経緯や住宅建築の中での利用方法について語っていただき

ました。 
 今後、この内容を冊子にまとめる予定です。なお、パート１・２

の冊子の在庫があります。お問合せは林務課まで。 

佐久穂町の婦人部は、２月２４日に「佐久穂食のイベント」を佐久穂町婦人研修センターで開催し、シカの

アイディア料理の研究発表及び試食会を行いました。シカの調理方法に11 品の応募があり、4 品（味噌煮、

燻製、カツ、オリーブオイル焼き）を試作、一般参加者に試食してもらいました。「クセがなく肉も思ったよ

り柔らかくとてもヘルシー。」といった意見や「肉はどこで購入できるのか？」との質問も寄せられ試食した

参加者には大好評でした。 

 春は空気が乾燥し、山火事が多く発生する季節です。平成19 年度は山火事が８件発生し、約７ヘクタールの森

林が焼失しています。墓参の線香、畑の野焼き、タバコ等、火の始末には十分注意してください。 

近年、浅間山の山麓に生息しているシカ、イノシシが市街地周辺

の農地に出没し農業被害が拡大しています。そのため、小諸市、軽

井沢町、御代田町の３市町で協力して昨年１２月から３月にかけて

５回、広い地域にわたって捕獲作業を実施しました。 

現在までに、シカ５頭、イノシシ３頭と予定より少ない捕獲状況

ですが、多くの人が一斉に入山することで、動物を奥山に追い払う

効果が期待でき、今後も広域捕獲の継続が求められています。 

平成1９年９月５～７日にかけての台風９号による豪雨・暴風により、治山林道関係で３４３箇所、１３億 

３,８７５万円の被害が発生しました。 

 特に軽井沢町・御代田町南部、佐久市東部など佐久地域の東側では、道路や田畑等への土砂流出や、林道が被災

して通行不能になるなど多くの被害を受けました。 

現在、緊急に対策が必要な３０５箇所（治山１３・林道２９２）について、早期の復旧に向けて対策工事を実施

しています。 
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